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•
平
成
９
年
１
２
月
行
政
改
革
会
議
「
最
終
報
告
」

（
国
立
大
学
の
法
人
化
に
つ
い
て
）
大
学
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
研
究
・
教
育
の
質
的
向
上

を
図
る
と
い
う
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

•
平
成
１
１
年
４
月
閣
議
決
定

国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
大
学
改
革
の
一
環

と
し
て
検
討
し
、
平
成
１
５
年
ま
で
に
結
論
を
得
る
。

•
平
成
１
４
年
３
月
調
査
検
討
会
議

新
し
い
｢
国
立
大
学
法
人
｣
像
に
つ
い
て
最
終
報
告
。

•
平
成
１
４
年
６
月
閣
議
決
定

国
立
大
学
の
法
人
化
・
・
・
を
平
成
１
６
年
度
を
目
途
に
開
始
す
る
。

•
平
成
１
５
年
７
月
国
立
大
学
法
人
法
成
立

•
平
成
１
６
年
４
月
国
立
大
学
法
人
化
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-競競
争
的
環
境
の
中
で
、
活
力
に
富
み
、
個
性
豊
か
な
大
学

-

大
学
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化

第
三
者
に
よ
る
評
価
の
実
施

大
学
の
裁
量
の
大
幅
な
拡
大

責
任
あ
る
経
営
体
制
の
確
立

情
報
公
開
の
徹
底

「
中
期
目
標
」
な
ど
を
通
し
、
大
学
の
理

念
や
改
革
の
方
向
性
を
明
確
化

学
外
理
事
を
含
む
役
員
会
を
設
置
、

学
長
中
心
の
経
営
体
制
を
確
立

非
公
務
員
型
。
国
の
諸
規
制
の

大
幅
な
緩
和
等
に
よ
り
裁
量
を
拡
大

国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
に
よ
る
事
後

評
価
と
、
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
に

よ
る
教
育
研
究
に
関
す
る
専
門
的
評
価

毎
年
度
の
実
績
報
告
署
や
財
務
諸
表
を
通

じ
て
、
社
会
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
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国
立
大
学
法
人
の
仕
組
み

国
立
大
学
法
人

目
標
の
設
定

規
制
緩
和

学
長
選
考
会
議

→
戦
略
的
経
営
を

実
現

→
予
算
・
組
織
は

学
外
者
も
参
画
し
適
任
者
を

→
個
性
化
を
促
進

大
学
の
責
任
で

学
長
に
選
考

決
定

非
公
務
員
型

民
間
的
発
想

→
弾
力
的
な
人
事
シ

ス
テ
ム

学
外
者
の
経
営
参
画

教
学
に
関
す
る

に
よ
る
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

→
産
学
官
連
携
等
を

推
進

学
外
者
が
半
数
以
上

学
内
の
代
表
者

→
外
国
人
を
幹
部
に

教
育
研
究
評
議
会

登
用

経
営
協
議
会

役
員
会

（
主
に
経
営
面
を
審
議
）

（
主
に
教
育
面
を
審
議
）

文
部
科
学
大
臣

国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会

・
評
価

（
事
後
チ
ェ
ッ
ク
）

・
中
期
目
標
の
提
示
、
中
期
計
画
の
認
可

・
学
長
の
任
命

・
運
営
費
交
付
金
の
交
付

・
中
期
目
標
原
案
・
中
期
計

画
案
(
年
)の
策
定

6
・
学
長
候
補
者
の
申
出

学
長

（
）

代
表
者

（
）

代
表
者

理
事

監
事
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〇
平
成
１
５
年
５
月
１
６
日
（
金
）
衆
・
文
部
科
学
委
員
会
附
帯
決
議

○
平
成
１
５
年
７
月
８
日
（
火
）
参
・
文
教
科
学
委
員
会
附
帯
決
議
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3.
88

%

3.
54

%
3.

45
%

3.
14

%
3.

15
%

3.
00

%

3.
20

%

3.
40

%

3.
60

%

3.
80

%

4.
00

%

16
18

20
22

24

◆
教
育
研
究
組
織
改
革
に
永
続
性
を
も
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
毎
年
、
部
局
に
配
置
さ
れ
る
教
員
ポ
ス
ト
の
１
％
相
当
を

原
資
と
し
、
優
先
度
の
高
い
改
革
計
画
に
再
配
分
（
九
州
大
学
）



G
PA

6,
41

9
7,

30
0

7,
65

0
7,

07
4

◆
学
習
の
双
方
向
性
を
確
保
し
、
主
体
的
な
学
び
に
裏
打
ち
さ
れ
た
情
報
発
信
能
力
を
涵
養
す
る
た
め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

ス
ペ
ー
ス
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ハ
ブ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ラ
ボ
の
３
機
能
を
備
え
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
を
構
築
（
千
葉
大
学
）

◆
到
達
目
標
明
示
型
の
構
造
化
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
到
達
目
標
の
達
成
状
況
を
数
量

的
に
把
握
す
る
な
ど
学
習
成
果
を
可
視
化
し
、
学
習
過
程
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
支
援
す
る
「
新
潟
大
学
学
士
力
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
N
B
A
S
)」
を
構
築
（
新
潟
大
学
）

10



:2
01

3

1,
19

0,
75

0

82
9,

20
1

68
5,

09
5

60
1,

10
5

54
3,

62
9

42
3,

58
7

38
8,

40
9

35
9,

69
7

34
7,

73
8

33
3,

88
2

51
,6

78

50
,6

35

43
,5

76

34
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0
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0
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O
E

C
D

20
13

20
00

10
0

O
E

C
D

20
13

O
E

C
D

20
13

O
E

C
D

20
13

20
10

20
10

20
09
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パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
含
む

(教
会
立
を
含
む
)

7
7

20



21

(2
01

2)
ア
メ
リ
カ

(2
0
0
9
)

イ
ギ
リ
ス

(2
0
1
0
)

フ
ラ
ン
ス

(2
0
1
0
)

ド
イ
ツ

(2
0
1
0
)

韓
国

(2
0
1
1
)

人
口
（
千
人
）

12
7,

53
0

3
0
7
,0
0
7

6
2
,2
6
2

6
5
,1
3
0

8
1
,7
5
2

4
9
,7
7
9

大
学
数
（
校
）

78
3

2
,7
7
4

1
6
4

9
1

4
1
5

1
8
3

在
学
者
数
（
千
人
）

2,
56

1
1
2
,9
0
6

1
3
6
7
.3

1
3
4
7
.2

2
,2
1
7

2
,0
6
5

人
口
（
千
人
）

大
学
数

16
2.

9
1
1
0
.7

3
7
9
.6

7
1
5
.7
 

1
9
6
.7

2
7
2
.0

在
学
者
数
（
千
人
）

大
学
数

3.
3

4
.7

8
.3

1
4
.8

5
.3

1
1
.3

出
典
：
教
育
指
標
の
国
際
比
較
平
成
2
5
年
版
（
文
部
科
学
省
）

日
本
：
四
年
制
大
学

ア
メ
リ
カ
：
総
合
大
学
と
四
年
制
大
学
（
学
生
数
に
は
，
大
学
院
と
非
学
位
取
得
課
程
を
含
む
）

イ
ギ
リ
ス
：
大
学
と
高
等
教
育
カ
レ
ッ
ジ

フ
ラ
ン
ス
：
四
年
制
大
学

ド
イ
ツ
：
大
学
と
高
等
専
門
学
校

韓
国
：
四
年
制
大
学

我
が
国
の
人
口
を
大
学
数
で
除
す
と
，
一
大
学
当
た
り
約
１
６
万
人
と
な
り
，
在
学
者
数
を
大
学
数
で
除
す
と
，
一
大
学
当
た
り
約
3
,3
0
0
人
と
な

る
。
大
学
当
た
り
の
人
口
は
，
ア
メ
リ
カ
よ
り
多
く
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
少
な
い
。
大
学
当
た
り
の
在
学
者
数
は
，
欧
米
諸
国
よ
り
少
な
い
。
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C
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25

18
12

大大
学
の
目
的

①
教
育
、
②
研
究
、
③
社
会
貢
献

15
11

2
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1
）
世
界
最
高
水
準
の
研
究
・
教
育
の
実
施

2
）
大
規
模
基
礎
研
究
や
先
導
的
・
実
験
的
な
教
育
・
研
究
の
実
施

3
）
需
要
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
重
要
な
学
問
分
野
の
継
承
・
発
展

4
）
全
国
的
な
高
等
教
育
の
機
会
均
等
の
確
保

5
）
地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献

6
）
計
画
的
な
人
材
養
成
等
へ
の
対
応
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→ → ↘ → →

20
12

-1
3

1 2 2 4 5 6 7 8 9 10 27 29 35 46 50 52 54 59 65 68 86 12
4

12
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4
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7

18
2

18
3

20
13

-1
4

1 2 2 4 5 6 7 8 9 10 23 26 43 44 45 50 52 56 57 60 76 10
9

12
5

14
2

14
4

15
0

19
0

30
%

30
%

30
%

7.
5%

2.
5%
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【
2
0
1
3
年
の
ラ
ン
キ
ン
グ
】Q

S

10

20
21

20

20

20

10

Ti
m

es
Hi

gh
er

Ed
uc

at
io

n

【
2
0
1
3
年
の
ラ
ン
キ
ン
グ
】

【
2
0
1
3
年
の
ラ
ン
キ
ン
グ
】
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【
例
】
外
国
語
を
教
育
課
程
と
し
て
教
授
す
る
主
な
大
学
一
覧

例
え
ば
、
大
学
に
お
け
る
外
国
語
の
教
授
に
関
し
て
、
公
私
立
で
は
担
い
き
れ
な
い
多
数
の
言
語
を
国
立
大
学
が
カ
バ
ー

（
平
成

26
年
度

2月
現
在
各
大
学
の

H
P
等
か
ら
作
成
）



31

■■
地
方
に
お
け
る
大
学
教
育
の
機
会
提
供
に
貢
献

国
立
大
学
は
、
学
生
の
６
割
以
上
が
三
大
都
市
圏
以
外
の

地
域
に
所
在
す
る
大
学
に
在
籍

■
家
庭
の
年
間
収
入
階
層
別
に
見
た

学
生
数
の
割
合

25

■
低
廉
な
授
業
料
を
設
定

国
立
大
学
は
私
立
大
学
と
比
較
し
て
低
廉
な
授
業
料
を
設
定

し
て
お
り
、
教
育
の
機
会
均
等
に
貢
献
。

H
25

53
5,

80
0

H
24

85
9,

36
7

50
36

,0
00

25
53

5,
80

0

国
立
大
学
は
私
立
大
学
と
比
較
し
て
、
幅
広
い

所
得
層
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
大
学
教

育
の
機
会
提
供
に
貢
献

22
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--
三
大
都
市
圏
（
東
京
圏
、
中
京
圏
、
近
畿
圏
）
以
外
の
地
方
で
特
に
国
立
大
学
が
大
き
く
貢
献
-

3
0

5
0
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農
林
水
産
業

稲
作
な
ど

食
料
品

食
品
加
工
業
、

酒
造
業
な
ど

不
動
産

住
宅
賃
貸
、
不

動
産
仲
介
業
な

ど

化
学
製
品

医
薬
品
メ
ー

カ
ー
な
ど

対
個
人
サ
ー

ビ
ス

飲
食
店
、
ホ
テ

ル
、
映
画
館
や
劇

場
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
、
理
美
容
室

な
ど

運
輸

バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
、
鉄
道

な
ど

６６
７
億
円

４
６
億
円

２
５
億
円

３
３
億
円

５
８
億
円

県
経
済
全
体
へ
の
効
果
：
５
９
７
億
円

建
設

建
築
、
建
物
補

修
な
ど

商
業

卸
売
、
小
売

店
や
ス
ー

パ
ー
等
の
小

売
業

９
０
億
円

２
４
億
円

２
２
０
億
円

地
方
国
立
大
学

Un
iv

er
si

ty

３
４
億
円

-
地
方
国
立
大
学
の
年
間
の
教
育
研
究
活
動
に
よ
り
、
大
学
の
立
地
す
る
県
経
済
に
大
き
な
経
済
効
果
が
発
生

-



-
地
方
国
立
大
学
の
年
間
の
教
育
研
究
活
動
に
よ
り
、
大
学
の
立
地
す
る
県
経
済
に
大
き
な
経
済
効
果
が
発
生

-
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大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
に
つ
い
て

(
)

3



大
学
共
同
利
用
機
関
に
つ
い
て

4
4



大
学
共
同
利
用
機
関
の
構
成

5



大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
と
国
立
大
学
法
人
、
独
立
行
政
法
人
の
比
較

6



大
学
共
同
利
用
機
関
と
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
研
究
施
設
の
比
較

7



共
同
研
究
の
実
施
状
況

各
大
学
共
同
利
用
機
関
が
有
す
る
、
大
型
の
研
究
施
設
・
設
備
や
貴
重
な
学
術
資
料
等
を
用
い
て
共
同
研
究
を
実
施
。

（
参
考
）
平
成
２
４
年
度
公
募
型
共
同
研
究
の
採
択
率
７
３
．
０
％
（
応
募
：４
４
０
３
件
、
採
択
：
３
２
１
４
件
）
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12

3.
2

(9
9.

92
%

)
42

44
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J
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C
J
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A

R
C

20
12

8

8



近
年
の
研
究
成
果
事
例

地
球
環
境
学
に
関
す
る
総
合
的
研
究
の
推
進

大
型
光
学
赤
外
線
望
遠
鏡
「す
ば
る
」
に
よ
る
天
文
学
研
究
の
推
進

「
B
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
に
よ
る
素
粒
子
物
理
学
研
究
の
推
進

量
子
情
報
処
理
研
究
の
推
進

10
0

1

20
13

6

9



学
術
国
際
協
定
の
締
結
状
況

●
種
々
の
学
術
協
定
等
に
基
づ
き
、
我
が
国
を
代
表
し
て
国
際
協
力
を
推
進
す
る
役
割
。

●
米
欧
２
極
に
対
し
、
第
３
極
と
し
て
の
ア
ジ
ア
の
学
術
を
牽
引
す
る
役
割
。

1 0



機
構
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
戦
略
的
・
重
点
的
な
資
源
配
分

11



業
務
の
効
率
化
（
４
機
構
共
通
の
事
例
）

機
構
の
一
体
的
な
運
営
に
関
す
る
取
組
例

人
間
文
化
研
究
機
構

自
然
科
学
研
究
機
構

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構

(
)

12



大
学
共
同
利
用
機
関
に
お
け
る
機
構
を
越
え
た
連
携
に
つ
い
て

近
年
、
機
構
間
で
の
組
織
的
な
連
携
を
図
る
特
色
あ
る
取
組
が
出
て
き
て
い
る
。

こ
の
他
、
研
究
者
個
人
レ
ベ
ル
で
も
機
構
を
越
え
た
多
種
多
様
な
共
同
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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